
今号では、第11回を迎えた

「あらかわの心」カルタ大会の

様子や、参加団体の活動報告に

ついてお届けします。

「あらかわの心」推進運動

シンボルマーク

「
あ
ら
か
わ
の
心
」
カ
ル
タ
大
会

28第 号
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令
和
2
年
2
月
9
日
（
日
）
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

第
11
回
「
あ
ら
か
わ
の
心
」
カ
ル
タ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
カ
ル
タ
大
会
は
、「
あ
ら
か
わ
の
心
」
カ

ル
タ
を
使
用
し
て
対
戦
す
る
も
の
で
、
カ
ル
タ
遊
び
を

通
し
て
「
あ
ら
か
わ
の
心
」
推
進
運
動
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
学
年
ご
と
に
、
未
就
学
児
の
部
、
低
学
年
の

部
、
高
学
年
の
部
に
ク
ラ
ス
分
け
さ
れ
、
対
戦
を
行
い

ま
し
た
。
ル
ー
ル
を
守
り
な
が
ら
、
64
名
の
参
加
者
が

メ
ダ
ル
獲
得
を
目
指
し
て
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
ま
た
、
参
加
者
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
友
達
の
声

援
も
会
場
に
響
き
渡
り
、
白
熱
し
た
大
会
と
な
り
ま
し

た
。競

技
終
了
後
、
上
位
入
賞
者
（
各
ク
ラ
ス
1
～
8
位
）

に
は
メ
ダ
ル
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
で
通
算
6
回
目
の
参
加
と
な
っ
た
児
童

に
は
、「
あ
ら
か
わ
の
心
」
賞
と
し
て
、
あ
ら
坊
グ
ッ
ズ

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

カ
ル
タ
大
会
へ
参
加
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は

「
あ
ら
か
わ
の
心
」
と
は
何
か
を
深
く
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
カ
ル
タ
大
会
を
通
し
て
「
あ

ら
か
わ
の
心
」
推
進
運
動
の
輪
が
広
が
る
よ
う
、
普
及
・

啓
発
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

各
部
の
優
勝
者
及
び
「
あ
ら
か
わ
の
心
」
賞
の

受
賞
者
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

『
優
勝
』

・
未
就
学
児
の
部

　

中
北　

怜
愛 

さ
ん
（
黒
川
幼
稚
舎
）

・
小
学
校
低
学
年
の
部

　

中
北　

夕
愛 

さ
ん
（
第
四
峡
田
小
）

・
小
学
校
高
学
年
の
部 

　

高
谷　

里
沙 

さ
ん
（
尾
久
西
小
）

『
あ
ら
か
わ
の
心
』
賞

　

浅
田　

風
香 

さ
ん
（
汐
入
東
小
）

　

桂　
　

義
陽 

さ
ん
（
汐
入
小
）

　

中
田　

夢
梨 

さ
ん
（
根
岸
小
）

　

東
里　

佑
成 

さ
ん
（
尾
久
小
）

　

東
里　

琉
成 

さ
ん
（
尾
久
小
）
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第11回

みんなで集合写真

集中して真剣勝負！

クイズ /アンケート

令
和
元
年
11

月
26
日
（
火
）
、

サ
ン
パ
ー
ル
荒

川
に
お
い
て
、

創
立
30
周
年
記

念
総
会
・
懇
親

会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、

平
成
30
年
度
事

業
報
告
と
決
算

報
告
、
ま
た
令

和
元
年
度
事
業
計
画
案
、
予
算
案
が
承
認
さ
れ
滞

り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
荒
川
区
長
の
西
川
太
一
郎
様
を
は
じ

め
、
多
く
の
御
来
賓
と
会
員
が
お
越
し
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

総
会
終
了
後
の
公
演
で
は
、
ア
ル
パ
奏
者
の
塩

満
友
紀
氏
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ア
ル
パ
と
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
ハ
ー
プ

を
意
味
す
る
言
葉
で
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
陽
気
な
テ

ン
ポ
の
曲
が
演
奏
さ
れ
、
会
場
を
和
ま
せ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
南
千
住
、
峡
田
、
尾
久
、
日
暮

里
の
各
地
区
に
よ
る
自
己
紹
介
を
行
い
、
当
時
の

思
い
出
や
今
に
至
る
熱
い
思
い
な
ど
、
皆
さ
ん

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
お
話
を
さ
れ
、
有
意
義
な
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

荒
川
区
立
小
学
校

P
T
A

連
合
会
OB
会
　

光
山
　
隆
久

荒
小
Ｐ
連
Ｏ
Ｂ
会
創
立
30
周
年
記
念

総
会
・
懇
親
会

▲ 当日の様子

クイズとアンケートの両方にお答えくだ

さい。正解者の中から5名の方にぬりえ

付き「あらかわの心」ノートをプレゼン

ト致します。郵送かメールで応募してく

ださい。

● 郵送の場合

　はがきに、住所、氏名、電話番号、クイズ

の答えとアンケートをご記入の上、下記

までお送りください。

〒116-8501　

東京都荒川区荒川2－2－3　

荒川区児童青少年課内

あらかわの心ニュース

　　　　「クイズ／アンケート」係

● メールの場合

　メールの件名を下記のようにして、住

所、氏名、電話番号、クイズの答えとアン

ケートをご記入の上、下記までお送りく

ださい。

　メール件名： あらかわの心「クイズ／

アンケート」係

　Eメール： arakoko@city.arakawa.

tokyo.jp

● 締め切り　 

令和2年6月15日。当選者の発表はプレ

ゼントの発送をもってかえさせていただ

きます。

なお、いただいたご意見は、ニュース等の

広報誌でご紹介させていただくことがあ

りますので、ご了承ください。

第28号　令和2年3月2日発行

発行 「あらかわの心」推進運動区民委員会事務局

　　〒116-8501　荒川区荒川2-2-3　（荒川区児童青少年課内）

TEL.03-3802-3111（内線3833）　FAX.03-3802-3174

<Eメール>　arakoko@city.arakawa.tokyo.jp

<ホームページ>　 https://www.city.arakawa.tokyo.jp/kosodate/kyoiku_

seishonen/suishinundo/index.html

　ク イ ズ　

○○の中に入る言葉は何でしょう？

「あらかわの心」推進運動は、「あいさつ、

きまり、思いやり、体験、見守り」という

〈心を○○○５つの取り組み〉を実践して

います。

　アンケート　

①  このニュースはどこで手に入れまし

たか。

②  もっとも興味・関心をもった記事は

何ですか。

③  その他、ご意見・ご感想等がありまし

たら、お願いします。

「
あ
ら
か
わ
の
心
」

　
　    
推
進
運
動
と
は

「
あ
ら
か
わ
の
心
」
推
進
運
動
は
、
大

人
が
自
ら
認
識
し
実
践
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
青
少
年
の
心
を
育
も
う
と
す

る
、
区
民
の
皆
様
が
主
体
と
な
っ
て
推

進
し
て
い
く
区
民
運
動
で
す
。

「
あ
ら
か
わ
の
心
」
推
進
運
動
で
は
、

「
ま
ず
大
人
が
行
動
す
る
」
こ
と
で
子

ど
も
の
手
本
と
な
り
、
「
大
人
と
子
ど

も
が
一
緒
に
行
動
」
し
、
「
地
域
ぐ
る

み
で
子
ど
も
を
見
守
り
育
て
る
」
と
い

う
３
つ
の
視
点
に
基
づ
き
、
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、「
あ

い
さ
つ
、
き
ま
り
、
思
い
や
り
、
体
験
、

見
守
り
」
と
い
う
〈
心
を
つ
な
ぐ
５
つ

の
取
り
組
み
〉
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

 

「
あ
ら
か
わ
の
心
」

推
進
運
動
で
は

普
及
・
啓
発
の
た
め
、

学
校
や
諸
団
体
へ
、

出
前
説
明
会
や
寸

劇
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
事

務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◀PR寸劇の様子

出
前
説
明
会
と

Ｐ
Ｒ
寸
劇
の

申
し
込
み
は

事
務
局
ま
で

「あらかわの心」ノート （表紙） （裏表紙）

 いさつ

見
守
り

体験
思いやり

きまり

「 らか
わの心」

推進運動

「 らかわ
の心」ノー

ト
「 らかわ

の心」ノー
ト

4「あらかわの心」 ニュース 第28号



令
和
元
年
11
月
10
日
（
日
）
、
第
四
峡
田
小
学
校

を
会
場
と
し
て
、
関
連
４
町
会
（
二
仲
、
実
揚
、
一
・

二
仲
、
東
栄
）
の
合
同
避
難
所
開
設
・
運
営
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
大
地
震
等
が
発
生

し
た
際
に
、
多
く
の
方
々
が
寝
泊
り
す
る
避
難
所
を

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
開
設
・
運
営
す
る
た
め

に
行
う
も
の
で
す
。

今
回
の
訓
練
で
は
、
避
難
所
を
運
営
す
る
た
め
に

正
副
本
部
長
を
始
め
各
役
割
の
責
任
者
を
決
め
た

り
、
避
難
所
と
し
て
建
物
は
安
全
か
、
授
乳
室
を
ど

の
教
室
に
す
る
か
等
の
課
題
を
解
決
し
た
り
、
避
難

所
に
い
る
人
数
や
要
介
護
者
の
有
無
な
ど
を
把
握

し
て
災
害
対
策
本
部
に
無
線
で
報
告
し
た
り
し
ま

し
た
。
他
に
は
、
炊
き
出
し
、
災
害
時
の
ト
イ
レ
、

簡
易
間
仕
切
り
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
組
み
立
て

等
も
体
験
し
ま

し
た
。

毎
年
、
五
峡

小
・
七
峡
小
・

九
峡
小
で
も
訓

練
を
継
続
し
ま

す
の
で
、
来
年

は
よ
り
多
く
の

方
々
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、

助
け
合
い
の
輪

が
更
に
広
が
る

こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

町
屋
町
会
連
合
会　

髙
梨　

一
彦

第
四
峡
田
小
学
校
避
難
所
開
設
運
営
訓
練

日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

青
少
年
育
成
荒
川
地
区
委
員
会

り
ま
し
た
。

町
屋
ふ
れ
あ
い
館

令
和
元
年
12
月
15
日
（
日
）
、
尾
久
ふ
れ
あ
い
館

に
お
い
て
、
尾
久
消
防
少
年
団
発
団
40
周
年
記
念
式

典
を
挙
行
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
功
績
に
対
す
る
指
導
者

表
彰
と
、
日
頃
の
少
年
団
活
動
に
様
々
な
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
団
体
や
個
人
に
対
し
、
感
謝
状
の

贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

団
員
の
演
技
披
露
で
は
、
少
年
団
で
身
に
つ
け
た

知
識
を
盛
り
込
ん
だ
寸
劇
を
行
い
ま
し
た
。
火
災
を

発
見
し
、
通
報
、
け
が
人
の
手
当
て
ま
で
の
一
連
の

流
れ
を
、
セ
リ
フ
や
動
作
を
取
り
入
れ
な
が
ら
行

い
、
最
後
は
基
本
の
結
索
を
披
露
し
ま
し
た
。

今
年
は
元
号
が
令
和
と
な
り
、
団
員
を
取
り
巻
く

環
境
は
日
々
変
化
し

て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
変
化
の
中
で
も
、

当
団
は
「
ず
っ
と
変

わ
ら
な
い
も
の
」
と

し
て
、
在
団
員
の
み

な
ら
ず
、
卒
団
員
の

心
の
中
に
も
ず
っ
と

在
り
続
け
て
ほ
し
い

と
願
い
ま
す
。

尾
久
消
防
少
年
団

は
、
次
の
50
周
年
に

向
け
て
、
ま
た
走
り

出
し
て
い
ま
す
。

尾
久
消
防
署

令
和
元
年
12
月
7
日
（
土
）
、
ゆ
い
の
森
あ
ら
か

わ
で
第
2
回
子
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
地
域
で
子
育
て
に
関
わ
り
、
荒
川
区
地

域
教
育
向
上
支
援
事
業
に
参
画
し
た
団
体
が
、
日
頃

の
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。

例
え
ば
、
参
加
団
体
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
親
子
リ

ズ
ム
の
会
」
は
、
荒
川
区
内
の
小
学
校
の
体
育
館
で

年
に
3
、
4
回
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
就
学
前
く
ら
い
の
親

子
で
、
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
活

動
の
様
子
を
動
画
で
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。（
「
親
子

リ
ズ
ム
の
会
」
で

F
a
c
e
b
o
o
k

が
あ
り
ま
す

の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
）

そ
れ
以
外
の
団
体
に
は
、
折
り
紙
達
人
の
指
導
教

室
や
、
石
に
絵
を
描
く
石
ア
ー
ト
、
紙
芝
居
や
子
ど

も
の
講
談
発
表
会
、
絵
本
作
家
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

が
あ
り
、
特
に
小
学
校
低
学
年
ま
で
の
お
子
さ
ん
と

そ
の
家
族
に
と
っ
て
楽
し
い
も
の
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

今
回
か
ら
は
、
台
風

被
害
の
子
ど
も
の
た
め

の
募
金
も
ス
タ
ー
ト
。

親
子
で
楽
し
み
な
が
ら

も
、
困
っ
て
い
る
所
へ

の
思
い
を
形
に
す
る
、

と
い
う
姿
も
見
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

※ 

寄
稿
に
あ
た
っ
て
は
、
親
子
リ

ズ
ム
の
会
の
秀
島
佐
代
子
さ

ん
に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

第
2
回
子
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
　

山
﨑
　
律
子

金
不
足
な
ど
切
実
な
問
題
が
既
に
起
き
て
い
る
地
域
、

今
後
起
こ
る
と
思
わ
れ
る
地
域
も
あ
り
、
大
き
な
課

幸
い
な
こ
と
に
南
千
住
地
区
に
は
多
く
の
子
ど
も

達
が
住
ん
で
い
ま
す
。
町
会
青
少
年
部
と
し
て
、
子

ど
も
た
ち
・
地
域
の
皆
さ
ん
に
今
ま
で
以
上
に
魅
力

あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
提
供
し
、
町
会
・
地
域
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
嬉
し
い
と
思
い

そ
し
て
、
我
々
も
新
規
部
員
を
増
や
し
、
後
継
者

を
育
て
活
動
を
継
続
し
て
い
こ
う
と
思
っ
た
会
と
な

り
ま
し
た
。

荒
川
区
青
少
年
育
成
南
千
住
地
区
委
員
会

▲ 子ミュニティフェスタの様子

▲ 集合写真

ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
も
の
と
し
て

「
尾
久
消
防
少
年
団
発
団
40
周
年
記
念
式
典
」

▲ 訓練の様子

子
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
ェ
ス
タ

第

2
回
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青
少
年
育
成

荒
川
地
区
委
員

会
は
、
毎
年
秋

に
親
善
ス
ポ
ー

ツ
大
会
と
し
て

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

大
会
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、

今
年
は
趣
向
を

変
え
て
、
大
人

も
子
ど
も
も
、

運
動
神
経
の
良

い
人
も
、
そ
れ

な
り
の
人
も
、
み
ん
な
が
楽
し
め
る
「
大
運
動
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
10
月
14
日
（
月
）
、
大
運
動
会
当
日
は
、

あ
い
に
く
雨
天
と
な
っ
た
た
め
、
峡
田
小
学
校
ア

リ
ー
ナ
で
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

競
技
は
全
部
で
15
種
目
。
運
動
会
と
言
え
ば
定

番
の
障
害
物
競
走
、
借
り
物
競
争
、
大
縄
跳
び
、
玉

入
れ
な
ど
の
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
協
力

を
得
て
ボ
ッ
チ
ャ
、
ピ
ロ
ポ
ロ
、
フ
ッ
ト
サ
ル
、
ヘ

ル
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
と
い
っ
た
競
技
も
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
全
員
が
赤
、
白
、
黄
、
青
、
緑
、
オ
レ

ン
ジ
の
６
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
競
い
合
い
ま
し
た

が
、
勝
ち
負
け
に
か
か
わ
ら
ず
、
未
就
学
児
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
全
員
で
よ
い
汗
を
流
し
、
秋
の
一

日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

青
少
年
育
成
荒
川
地
区
委
員
会

　
令
和
元
年
10
月
27
日
（
日
）
、
第
七
峡
田
小

学
校
で
「
第
43
回
町
屋
こ
ど
も
ま
つ
り
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

「
子
ど
も
ラ
ン
ド
」
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
、

ラ
リ
ー
カ
ー
ド
を
片
手
に
紙
コ
ッ
プ
ロ
ケ
ッ

ト
や
射
的
な
ど
10
ブ
ー
ス
の
製
作
・
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
を
廻
り
、
自
分
で
作
っ
た
ビ
ニ
ー
ル

エ
コ
バ
ッ
ク
に
景
品
を
い
っ
ぱ
い
詰
め
、
満
足

そ
う
で
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
に
こ
に
こ
す
く
ー
る
・
ふ

れ
あ
い
館
の
子
ど
も
た
ち
の
ダ
ン
ス
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
幼
児
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
の
発

表
で
は
「
か
わ
い
い
」
と
歓
声
が
上
が
り
、
小

学
生
の
ダ
ン
ス
発
表
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
こ

の
日
の
た
め
に
一
所
懸
命
練
習
を
し
て
き
た

成
果
を
出
し
切
る
こ
と
が
で
き
、
達
成
感
に
満

ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
観
客
席
か
ら
は
た
く
さ

ん
の
手
拍
子
を
い
た
だ
き
、
会
場
が
一
体
と

な
っ
て
い
た
の

が
印
象
的
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
地
域
の

方
々
が
力
を
合

わ

せ

て

く

だ

さ
っ
た
お
か
げ

で
、
笑
顔
い
っ
ぱ

い
の
「
町
屋
こ
ど

も
ま
つ
り
」
と
な

り
ま
し
た
。

町
屋
ふ
れ
あ
い
館

令
和
元
年
11
月
11

日 

（
月
）
、
初
と
な
る
南

千
住
地
区
委
員
会
と

地
元
町
会
の
青
少
年

部
長
に
よ
る
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
37
名
が
参
加

し
、
各
青
少
年
部
長
か

ら
活
動
内
容
な
ど
貴

重
な
お
話
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
各
町
会
の
活
動
は
天
王
祭
（
祭

礼
）
や
盆
踊
り
が
中
心
で
す
が
、
中
に
は
バ
ス
ハ
イ

ク
・
餅
つ
き
・
防
災
訓
練
・
歳
末
警
戒
（
夜
警
）
等
、

地
域
に
よ
っ
て
趣
向
を
凝
ら
し
た
活
動
も
行
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
地
域
の
高
齢
化
・
人
手
不
足
・
資

金
不
足
な
ど
切
実
な
問
題
が
既
に
起
き
て
い
る
地
域
、

今
後
起
こ
る
と
思
わ
れ
る
地
域
も
あ
り
、
大
き
な
課

題
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

幸
い
な
こ
と
に
南
千
住
地
区
に
は
多
く
の
子
ど
も

達
が
住
ん
で
い
ま
す
。
町
会
青
少
年
部
と
し
て
、
子

ど
も
た
ち
・
地
域
の
皆
さ
ん
に
今
ま
で
以
上
に
魅
力

あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
提
供
し
、
町
会
・
地
域
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
嬉
し
い
と
思
い

ま
す
。

そ
し
て
、
我
々
も
新
規
部
員
を
増
や
し
、
後
継
者

を
育
て
活
動
を
継
続
し
て
い
こ
う
と
思
っ
た
会
と
な

り
ま
し
た
。

荒
川
区
青
少
年
育
成
南
千
住
地
区
委
員
会
　

後
藤
　
晋
輔

み
ん
な
で
楽
し
め
た
大
運
動
会

▲ 懇談会の様子

南
千
住
地
区
委
員
会
と

町
会
青
少
年
部
長
に
よ
る
懇
談
会

町
屋
こ
ど
も
ま
つ
り

▲ 大玉ころがし

第
43
回
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